
災害時の避難所等口腔保健アセスメント

の標準化について 

○森谷俊樹 1)，北原 稔 2)，中久木康一 3)，中條和子 2)， 

   秋野憲一 4)，清田義和 5)，河本幸子 6)，安藤雄一 7)， 

   井下英二 8)，川口陽子 3) 

第1報 避難所等歯科口腔保健アセスメント票の作成 

1)岩手県，2)神奈川県，3)東京医科歯科大学，4)北海道， 

5)新潟県，6)岡山市，7)国立保健医療科学院，8)滋賀県 





目的 

 災害時において，行政（地域によっては歯科医

師会）には歯科保健医療活動のコーディネートが

求められる．このコーディネートにおいては歯科

チームの派遣調整を行うが，その際には避難所等

における公衆衛生歯科のニーズの把握が重要であ

る．このため，避難所等における公衆衛生歯科の

ニーズを把握する情報収集のツールとして「避難

所等歯科口腔保健アセスメント票」について検討

し，作成した． 
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方法 

 災害時の公衆衛生歯科機能を考えるワークショ 

ップを，行政，大学，歯科医師会等の公衆衛生活

動の歯科従事者を対象に2回開催した． 

・ 2013年7月28日（盛岡市） 

 ｢災害時公衆衛生歯科機能について考える盛岡 

 ワークショップ｣ 
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・ 2013年9月28日（横浜市） 

  続･盛岡ワーク 

 ｢災害時避難所等口腔保健 

 アセスメント標準化を考え 

 るワークショップ」 

 

 ワークショップでは，災害時の歯科保健医療活

動における公衆衛生歯科機能の必要性等を報告し，

参加者の認識の共有を図った上で，「避難所等歯

科口腔保健アセスメント票」について世話人の案

をもとに協議した． 
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結果および考察 

 1回目のワークショップには23名が参加し，3

グループに分かれて，アセスメント票の内容を協

議した．この際，東日本大震災津波の歯科保健医

療活動において岩手県の先遣隊が利用した「避難

所の口腔保健状況の調査票」の改変案をもとにア

セスメント項目を検討したが，アセスメント票の

作成には至らなかった． 

 2回目のワークショップには18名が参加し，

世話人が前回の意見を踏まえて作成した案をもと

に，全員でアセスメント票の内容を協議した． 

04 



05 

 ワークショップ終了後に電子メール等により調

整を行い，アセスメント票の暫定案を作成した． 

 アセスメント票は，避難所等の基本情報，情報

収集時の基本情報，口腔保健に関わる情報，その

他の問題の項目から構成し，A4サイズ片面1枚

とした．各項目には，詳細評価に加えて簡易評価

の欄も設けた．(図表1～4) 

 現在，アセスメント票は暫定版Ver.1.1に更新

し、国立保健医療科学院のホームページ「歯科口

腔保健の情報提供サイト(通称：歯っとサイト)」

上で公開している．(図表5) 
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図表1 避難所等歯科口腔保健アセスメント票 

<避難所等の基本情報> 

<口腔保健に関わる情報> 

(1) 特に口腔衛生に配慮が 

       必要な対象者 

(2) 口腔清掃等の環境 

(3) 口腔清掃用具等の確保 

(4) ｢(1)｣の者の口腔清掃状況 

(5) 歯や口の訴え・異常 

(6) 歯科保健医療の確保 

<情報収集時の基本情報> 

<その他の問題> 
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図表2 アセスメント票の上段部分について 

<避難所等の基本情報> 

<情報収集時の基本情報> 

整理番号記入欄 
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図表3 アセスメント票の中段部分について 

<口腔保健に関わる情報> 

※ 時間がない時や歯科専門職以外の者が評価する時は，詳細評価の項目を 

 総合的に考えて簡易評価だけとしてもよい． 

詳細評価 簡易評価 
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図表4 アセスメント票の下段部分について 

<口腔保健に関わる情報> 

<その他の問題> 



図表5 「歯っとサイト」での公開について 
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2013. 7.28 ○ ｢災害時公衆衛生歯科機能について考える盛岡ワークショップ｣開催（盛岡） 
○ 行政，大学，歯科医師会関係者等23名参加 
○ 避難所等歯科口腔保健アセスメント票(標準化レベル2)の必要項目について検討 

2013. 9.28 ○ 続･盛岡ワーク｢災害時避難所等口腔保健アセスメント標準化を考えるワークショ 
 ップ｣開催（横浜） 
○ 行政，大学，歯科医師会関係者等18名参加 
○ 避難所等歯科口腔保健アセスメント票(標準化レベル2)の素案をもとに各項目の 
 内容について協議 

2013. 9.29 
～10.17 

○ 電話，電子メール等による調整（暫定案作成に向けて） 

2013.10.17 ○ 避難所等歯科口腔保健アセスメント票(標準化レベル2)暫定案Ver1.0の作成 

2013.12.13 ○ 暫定案から暫定版に格上げ。併せてVer.を1.0から1.1に更新。 
○ 更新箇所 
 ・ アセスメント票の名称 
   「避難所等歯科口腔保健アセスメント票(標準化レベル2)」 
  →「避難所等歯科口腔保健 標準アセスメント票(レベル2)」 
 ・ 左余白の拡大（綴じ代を確保するため） 
 ・ 右上隅に「No. 」欄の追加（整理番号記入欄） 
 ・ 項目(4)の項目名 
  「(1)の口腔清掃ができているか」→「(1)の者の口腔清掃状況」 
 ・ 項目(4)の確認項目dの小項目名 
  「障害児者・要介護者の介助」→「障がい児者・要介護者の介助」 
 ・ 項目(6)の確認項目bの小項目名 
  「巡回歯科チーム」→「巡回歯科チームへの受診」 

2014.2 (上旬) ○ 国立保健医療科学院 歯科口腔保健の情報提供サイト（歯っとサイト）への掲載 

参考 避難所等歯科口腔保健アセスメント票の作成及び更新情報 


